
第6回 ヘルスケアイノベーションコースオフィシャルミーティング 

演繹と帰納を繋ぐ試行 
 

・日時：2024 年 2 月 17 日（土）10:30～ （受付 10:00～） 

・場所：高知大学医学部 実習棟 3 階  〒783-8505 高知県南国市岡豊町小蓮 

・形式：ハイブリッド形式（参集＋オンライン同期型+期間限定見逃配信） 

・参加費：無料 
 

総合司会 高知大学医学部附属病院 特任医療技術職員 伊東 賢二 
 

10:30～10:40  開会の挨拶 

  高知大学医学部連繋医工学分野 麻酔科学・集中治療医学 特任教授   渡橋 和政 

  高知大学理事 副学長  岩崎 貢三 
 

10：40～11：00 受講生セッション 

    高知大学大学院 総合人間自然科学研究科 修士課程 医科学専攻  長尾 進一郎 

    高知大学大学院 総合人間自然科学研究科 修士課程 医科学専攻  野村 吉徳 
11:00～11:10 
 

11：10～12：00 特別講演 

イノベーションはアート・・・発想を形にする課程・過程 

北陸先端科学技術大学院大学 副学長 永井由佳里 

12：00～12：10 
 

12：10～12：50 ランチョン 

  3D 画像が開く、surgical operation の新たな視点 

    湖東記念病院 心臓血管外科 医長 神谷 賢一 

   滋賀医科大学医学部附属病院 副診療放射線技師長 牛尾 哲敏 
 

12:50～13:00 

 

13:00～17：00  テーマディスカッション  

演繹と機能を繋ぐ思考 ～相互理解から生まれる新たな視点～ 
 

☛session1  mutual intelligibility 
 

  分野融合教育（医工連携教育）の未来 
高知大学医学部 教授  菅沼 成文 

工学が看護の世界にもたらす意匠 
高知大学看護学科 教授  大坂 京子 

 
☛Session2  Spreading Mutual Understanding 

 

  周りの声を取り入れ進むこと・・新しい関係性・繋ぐことから生まれるカタチ 

国際医療福祉大学 教授  上田 克彦 

  あいまさの視点を生かす、工学・医療を繋ぐ知的システムへの応用 

高知工科大学 教授  吉田 真一 

  医療と工学を結ぶ facilitate 

高知大学非常勤講師・東京ハートセンター非常勤職員  松井 孝拓 

  agile 開発 医工連携はなぜ難しいのか 

高知大学非常勤講師・アジャイ RA 緒方 剛 
 

☛End Session  discussion that connects 
 

17：10～17：15 閉会の挨拶 

休 憩 

休 憩 

休 憩 

高知大学ヘルスケアイノベーションコース 

KMS・MLHI of Liaison Science Healthcare Innovation Master’s Program Kochi Medical School 


